
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＯＰＣ活動にあたって 

              永田武光 

 

  ＯＰＣ入会後８年を過ぎようとし

ています。振り返るに当時の「クリッ

ク」表紙は瀬川先輩の描く会員と会員

の顔を「輪」で描く表紙でした。なん

てこんな素敵な似顔絵を描く人がい

るのだろう！と感心しきりでした。 

聞くと身近な瀬川先輩であること

にびっくり、ＯＰＣにはいろんな世界

からの会員が顔をそろえていること

に気付き、これからもまたまた人生を

楽しめるんだな～と感じたものでし

た。 

入会してからのパソコン業界の変

化というか進歩は凄まじいものがあ

り、変化についていくのも課題のひと

つでした。 

  

     ―――― 

 

よく考えて見ると、変化こそが進歩

と捕らえれば、また挑戦する気持ちに

なれるのでしょうが当時はそれより

もまず、何でも知らないことへの挑戦

というか、興味の方が先走り無我夢中

であったことを思い出します。９５か

ら始まり９８、９８は少しは長く続き

ましたが専門誌の紙上はもうビスタ

ばかり、ところがビスタの評判が周り

からの評判があまりよくない。足踏み

しているとあちこちでＸＰの響きが

聞こえてくる。 

 

 

まるで車業界の世界だ。出し渋り、

次に出す機種を出し渋り市場を見極め

ながら機種を変えていく。 

一方、使う側でも各人ＯＳがちがう

パソコンを持ち合わせ、指導する立場

のスタッフも進行に戸惑った時期が続

いたものです。 

その間、ボランティアで活動していた

クラブも教室を閉じた例をあちこちで

耳にしたことです。 

その間、Ｗｉｎｄｏｗｓ8が出始めたこ

ろ区内の学校ではいつまでもＸＰを使

っているわけにも行かず、なぜならば

学校で教わったＰＣの操作と我が家に

あるＰＣの機種が違うために操作に迷

いを感じ、受講する生徒もすこしずつ

減って行く。例会の帰り新入会員から

「今店で売っている機種はすべて８か

8，1 なんです、操作が違い、どうすれ

ばいいのですかね？」と質問され、ま

だ自分でも 8 におぼつかない知識で答

えるに苦慮した思いがあったことを思

い出します。 

               

 

 

 

 

                    

 

    ―― 次ページへ続く ―― 
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